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新旧生徒会役員の交代
１２月に旧生徒会役員から新生徒会役員への交代が行われました。新役員のみな

さんは、新入生説明会が初仕事となります。卒業式は、公立高校入試前の３月８日
（金）(午前中)に実施します。卒業式に向けて、テーマを決め、全校生徒で素晴らし
い卒業式にするため取り組んでいきましょう。６人の生徒会役員さんは先頭に立っ
て全校生徒を引っ張って下さい。また、旧役員のみなさんお疲れさまでした。生徒
会役員になって大変だったことや経験したことが自分の成長につながったという話
もしてくれました。
新役員のみなさんです
会 長 川端 一久さん 副会長 髙津 悠乃さん
書 記 松浦 歌恋さん ・ 林 心愛さん
会 計 山下 悠里さん ・ 西本 亘伽さん

外部から来て頂いて学んでいます
１年生は藤桃庵取締役 籔本梓さんからキャリア教育、県警から来て頂いてキッ

ズサポートを受講しました。２年生はライフプランニング講座･認知症サポーター養
成講座を受講し、3年生は税務署から来て頂いて租税教室を行いました。3学期も和
歌山大学・県立高等看護学院等から来て頂いて学びを深めていきます。

学校評価アンケートのお礼
令和５年度も残すところ僅かとなりました、一昨年よりオンライ

ン回答という形での学校評価アンケートご協力頂いております。結果を基にして、
今年度の成果や課題について様々な観点から分析、令和６年度の取組に反映させて
いきたいと考えております。ご協力ありがとうございました。

1月主な行事事予定
１/10水 ＡＬＴ来校
１/12金 確認テスト(３学年)課題テスト(1.2年生)
１/15月 登校指導
１/17水,18木 1年暴力防止教室
１/18木 3年学年末発表
１/22月 2年３Ｄプリンター授業
１/25木,26金 3年学年末考査
１/26金１年いのちの授業
３年生は進路関係の提出書類の校内締切日は厳守です。忘れずに･･･

４月よりあゆみ学級の授業でお世話になっていた坂上朗先生が、急遽亡くなられまし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。

新年あけましておめでとうございます・・・
令和６年がスタートしました。みなさん冬休みはどうでしたか？年明け

早々、石川県能登半島を中心とした北陸地方に大きな地震が発生し、甚大

な被害が出ています。被災された方々にお見舞い申し上げるとともに、こ

の地震で亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたします。被災された方々

にとっては、正月どころではないと思います。自分たちは、被災地から離れているだけに、

なかなか自分事として考えることは難しいかもしれません。しかし、今回の大きな災害から

何かを感じ取ることは自分たちもできると思います。今回被災された方々に思いを寄せなが

ら新しい１年のスタートにしてください。

このような状況であるからこそ、あえて目標や夢を設定することの大切さと素晴らしさに

ついて考えもらいたいです。将来の夢・目標を持って追い続けることは素晴らしいことです。

ただその目標や夢はかなえられるかもしれないし、かなえられないかもしれません。毎日努

力を続けていても、必ず報われるとは限りません。むしろ報われないことの方が多いかもし

れません。それでも、毎日、目標や夢に向かっていくのはどうしてでしょう。誰しも野球の

大谷翔平選手やサッカーの久保建英選手、バスケットボールの八村塁選手にはなれません。

人それぞれ目標や夢には大小があります。自分の夢が叶えられずあきらめなければならない

こともあるでしょう。３年生は、引退したスポーツ・文化活動で経験しているから分かると

思います。勝って引退したという人はほんの一握りです。どこかの時点で悔しい思いをし、

涙を流したのではないでしょうか。その悔しさや流した涙から何か得るものがあったのでは

ないでしょうか。

いろんなところで話していますが、皆さんがこれから生きて行く社会は、答えのない課題

をいかに解決していくかという力が求められます。成長していくには、悔しさや流した涙を

いかにバネにできるか。どう生きていくかを考えさせてくれるきっかけとなるのではないで

しょうか。自分の生き方を考えることは、そう簡単なことではありません。時には立ち止ま

って考えてみることも必要です。そんな時こそ、自分で見て、考え、行動することで、一回

り成長できるのではないでしょうか。

自分の目標や夢から逆算することによって、今の自分の立っているところを見つめ直す。

少しでも目標や夢に近づくためには今何をしなければならないのか。楽な道はありません。

もしかしたら、あえて厳しい道を進んでいくことになるかもしれません。ただ、自分の目標

や夢に向かって取り組んだという事実は誰にも盗まれません。この事実は、自分の生きてい

く財産になることだけは間違いないでしょう。新たな１年がスタートしました。改めて、今

の自分にできることを考えてみませんか。


